
社会福祉法人あいの土山福祉会 エーデル土山

【会社概要】
所在地：滋賀県甲賀市土山町北土山2057

事業内容：福祉・介護事業

開設： １９９７年

従業員数： ８２名

社のＰＲ，基本理念など

「至誠・小さな安心から大きな安心へ」



人材確保対策・労働室
もともと労働人口の少ない土山町において、介護職員の確保は困難を

極め、 一時は事業継続が危ぶまれる事態に追い込まれた。

危機感をもった我々は、どうすれば職員が定着するのかを、毎月定

例で１時間協議するＰＴを立ち上げ、様々な働き方改革を実践した。

職員定着＝健康経営に通ずるものがあり、一時は労基署から是正

勧告を受けた事業所が今では、入職待機者が出るまでになった。

中でも特に注力したのが、介護職の離職事由である「腰痛・長時間

労働・メンタル不調」をなくす取組『トリプルゼロ』の推進である。

ＷＬＢの栞
各種休暇の取得や余暇の充実などを小冊子にしてまとめ全職員に

配布している。制度を整備しても実際に利用しなければ意味がない

ため、イラスト付きで分かりやすく規程等について説明している。

また女性の活躍推進のために、男性の家事労働、育児への積極的

参画なども職員のインタビューを交え、分かりやすく解説している。



①腰痛ゼロ
移乗介助や入浴介助において腰部に負担がかかり、腰痛を引き起こす要

因となっており時には離職に繋がる可能性もある。当施設では人力での移
乗介助は原則行わず、最新の介護機器を多数導入し、腰痛ゼロを目指し
ている。機器導入後、腰痛を理由にした離職はゼロとなっている。

電動リフトを使用した移乗介助を徹底。人力で抱えることはし
ません。(10台以上整備)

Device 1

Device 2

電動移乗リフト

モルテン社製。電気で自動的に体圧分散するので人力での寝
返り介助を行わなくても良い。

自動体圧分散マット

Device 3 アクアタイザー

ウォーターベッド型マッサージ器。休憩中等、使用しています。



②残業ゼロ
長時間労働が慢性化していたが、「時間内にベストの
パフォーマンスを！」というスローガンの元、無駄な業
務や会議を徹底的に効率化。限りなく残業がゼロに近
い、実績を出しています。

残業時間累計
従業員１人当たりの年

間残業時間数

平成26年 200時間 0.22

平成27年 146時間 0.16

平成28年 70.25時間 0.07

平成29年※ 73時間 0.09

残業を美学としていた風土を打破するため、ポス
ターを作成。時間内に「カエル」という価値観を周
知。また上司から率先して帰る運動を行いました。

長時間労働是正への周知啓発と共に、業務削
減も徹底しました。毎日、誰がどの業務が原因で
残業しているのかをチェック。長時間労働要因に
なっている業務の削減、改善を進めました。

※Ｈ２９年は１０月末現在のデータ。



③メンタル不調ゼロ
介護は対人援助業務のためストレスが蓄積しやすい職種

であると言え、メンタルを崩さないために、適切な労務管理
を行いつつ、スタッフの思いや業務の悩み、課題について丁寧
に聞き取りを行い対処しています。

『トーキング（個人面談）』

毎月、各役職者がスタッフと個人面談を行います。仕事上の悩
みがないか、人間関係や家族とのトラブル、また体調などを確認
します。なお職員から希望があった場合も都度、個人面談をす
るよう努めており、普段からのメンタル管理を行っています。

『プリセプターシップ』

新人が入職した場合は年齢の近いスタッフを指導係に選任し
入職後２か月はマンツーマン指導。１年間は毎月の面談時間を
設けリアリティショックの軽減を図り定着率を向上させています。

『モラルハラスメント防止ブック』

セクハラ、パワハラ、マタハラ等のモラルハラスメントの問題点に
ついてイラスト付きで分かりやすく解説。知らず知らずのうちに
嫌がらせをしていないか全職員が学習しています。



様々な職場環境改善策

無料ケア相談
これから心配になってくる親の介護などは
エーデルのケアマネージャーによる相談体制
を整備。安心の体制を構築しています。エー
デルスタッフの介護、育児離職の目標数値は
『0％』です。仕事に専念できます。

健康器具無料使用
職員専用の高気密型酸素カプセル、ベッド型マッサー
ジ器などを無料で利用できます。またファイテンの健
康グッズを不定期で無料提供します。（Ｈ29年度 チ
タンネックレス、チタンベルト）今後もさらにスタッ
フ専用の健康器具を順次導入する予定です。

オフィシャルクラブ サポート
エーデルが認めた公式クラブに対して、年間を通
じて運営費を助成します。スタッフの共通の趣味
をクラブ活動として参画することで、チームワー
クも充実します！
（写真はウインタークラブ）

男性スタッフ家事教室
共働きがスタンダードになりつつある現代に
おいて男性の家事スキルは必須能力です。
エーデルでは、男性が家事を手伝うといった
レベルではなく『主力』になれるよう楽しく
レクチャーしています。

各種健康活動
講師を招いてヨガや運動、美容の専門講習を
受けています。メイクアップ教室などは女性
スタッフに大好評です。仕事の効率化を図り、
余暇活動の充実に寄与しています。

余剰人員の確保
休みやすい職場環境構築のため、常に余剰人員を確保。
介護職については、特定の業務につかない日勤フリー
勤務者がおり、子どもの急な体調不良による早退や欠
勤にも対応できる人員配置を行っています。



苦労したこと
スタッフの健康を考える上で働きやすい職場環
境を構築することは必須であるが、最初は機
械を使用した介護や定時に退勤するという活
動に反発や抵抗感を持っている職員もいた。
周知する際には全体一律的な説明を行うだけ
ではなく、個人面談形式で丁寧に説明していっ
た。時間はかかるが、今では様々な実践実現
には近道だったと思っている。

現状の課題とこれから
労働者不足が今後ますます深刻化していく中
で、いかに労働力を確保していくかが問われて
いる。職員の健康管理に法人が覚悟と責任を
もって、一層関わっていきたいと考えている。

かつては労基署から是正勧告を受けていた事業所が今で
は入職待機者が多数出るまでに。離職率も全国平均（介
護事業所）より約10％も低い数値で推移しています。

内閣府女性が輝く先進企業表彰（左）
厚労省イクボスアワード グランプリ受賞（中）
障がい者雇用優良事業所 滋賀県知事表彰（右）


